
　
毎
年
5
月
の
最
終
水
曜
日
に
世

界
中
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
7
」

が
5
月
31
日
㈬
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
１
日
15
分
以
上
の
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の
参
加
率

を
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体

と
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
昨
年
初

参
加
で
福
島
県
伊
達
市
に
勝
利
し

た
八
女
市
は
、
今
回
、
秋
田
県
湯

沢
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
早
朝
、
八
女
公
園
で
行

わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
約
２
０
０
人
の
市
民
が
集
結
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
長
の
開

始
宣
言
の
後
、
参
加
者
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ぱ
～
そ
な
る
ケ
ア
の
理
学
療
法

士
、
岩
元
優
典
さ
ん
の
指
導
に
よ
り

「
仕
事
前
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」
を

行
い
、
早
朝
か
ら
気
持
ち
の
良
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
各
所
で
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
子
育
て
施

設
で
の
親
子
運
動
、
卓
球
・
テ
ニ
ス

体
験
教
室
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講

習
会
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
多
く
の
団

体
や
個
人
が
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
自

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
流
し
、

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
21
時
に
参
加
者
か
ら
の
報
告
を

締
め
切
り
、
そ
の
結
果
、
八
女
市
が

参
加
者
数
2
万
６
４
０
１
人
、
参

加
率
40
・
４
㌫
、
湯
沢
市
が
参
加

者
数
2
万
５
９
９
７
人
、
参
加
率

55
・
3
㌫
と
な
り
、
今
回
は
、
湯

沢
市
に
惜
敗
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
八
女
市
の
参
加
率

は
、
昨
年
よ
り
１
％
上
昇
の
40
％
台

と
な
り
、
多
く
の
方
々
に
浸
透
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
で
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
ご
参
加
・
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
田
県
湯
沢
市
と
対
戦

八女公園で行われたオープニングセレモニー

みんな笑顔で３Ｂ体操

おやこ運動遊び（やめっこ未来館）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー  

２
０
１
７

ニュースポーツを体験する学生た迫力ある竹刀さばき！剣道で汗を流すスロージョギング講習会

市
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
や
核
実
験
の
可
能
性
な

ど
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
緊
張

感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
万
が

一
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ

れ
、
私
た
ち
が
住
む
地
域
に
飛

来
し
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
、

内
閣
官
房
よ
り
発
表
さ
れ
て
い

る
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の

行
動
」
を
も
と
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か

ら
短
時
間
で
着
弾
し
ま
す
。
日

本
に
向
け
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
さ
れ
、
日
本
に
飛
来
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
き
は
、
国
か

ら
県
や
市
町
村
に
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
使
用
し
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
情

報
が
緊
急
配
信
さ
れ
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
な
ど

に
も
緊
急
速
報
通
知
が
メ
ー
ル

配
信
さ
れ
ま
す
。

　　　
ま
た
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
シ
ス

テ
ム
は
、
Ｆ
Ｍ
八
女
と
連
携
さ

せ
て
い
る
た
め
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

か
ら
情
報
の
伝
達
が
あ
る
と
、

即
時
に
Ｆ
Ｍ
八
女
を
と
お
し
て

防
災
ラ
ジ
オ
で
皆
さ
ん
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
配
信
さ
れ
た

情
報
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
上
で
、
落
ち
着
い
て

下
記
の
よ
う
に
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民

保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w.

kokum
inhogo.go.jp/

）

●
問
い
合
せ
＝
防
災
安
全
課

（
☎
２
４・８
１
４
６
）

近くのできるだけ頑丈な建物や地下の施設な
どに避難する

屋外に
いる場合

近くに適当な建物がない場合には、物陰に身
を隠すか地面に伏せ、頭部を守る

建物が
ない場合

できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部
屋へ移動する

屋内に
いる場合

近くにミサイル
が落下したら

弾道ミサイル落下時の行動について
①正確な情報収集  ②速やかな避難行動

八
女
市
の
防
災
ラ
ジ
オ

で
も
情
報
発
信
し
ま
す

着
弾
可
能
性
の
際
は

即
時
に
警
報
が
出
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん

八
女
市

国

緊
急
通
報
通
知
の
流
れ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

Ｆ
Ｍ
八
女

緊
急
告
知

防
災
ラ
ジ
オ

エリアメール
緊急速報メール

メッセージが流れたら直ちに以下の行動をとってください

屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から
直ちに離れ、密閉性の高い屋内の部屋または風上に避難する
屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室
内を密閉する
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八
女
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
に
は
、

世
帯
ご
と
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
付

し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
防
災
ラ
ジ
オ

を
受
領
し
て
い
な
い
人
は
配
布
し
ま

す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
本

庁
秘
書
広
報
課
（
旧
八
女
エ
リ
ア
）

ま
た
は
各
支
所
総
務
課
（
旧
町
村

エ
リ
ア
）
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
防
災
情
報
・
行

政
情
報
・
生
活
情
報
等
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
を
い
ち

早
く
伝
え
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
い
な
く
て
も
、
自
動
で
電
源

が
入
る
自
動
起
動
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
避
難
情

報
や
大
規
模
災
害
発
生
情
報
な
ど

の
重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
緊
急

放
送
と
し
て
大
音
量
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
必
ず
設
置
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
電

波
の
状
態
が
悪
い
と
自
動
起
動
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電

波
状
態
の
確
認
の
た
め
ラ
ジ
オ
を

「
Ｆ
Ｍ
八
女
」
に
選
局
し
て
電
波
状

態
の
良
い
と
こ
ろ
へ
ラ
ジ
オ
を
再

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
室
内
ア
ン
テ
ナ

（
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
、
フ
ィ
ー
ダ
ー

ア
ン
テ
ナ
）
で
Ｆ
Ｍ
八
女
（
80
・

１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
が
受
信
で
き
な

い
場
合
は
、
無
償
で
外
部
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
大
切
な
情
報
を

毎
日
３
回
（
朝
７
時
、
昼
12
時
20

分
、
夜
20
時
）
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
お
知
ら
せ
放
送
が
終
わ
れ

ば
ラ
ジ
オ
は
自
動
停
止
し
ま
す
が
、

ま
れ
に
自
動
停
止
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
最
長

で
30
分
流
れ
た
後
に
自
動
的
に

停
止
し
ま
す
。
な
お
、
ラ
ジ
オ
の

電
源
の
入
り
切
り
の
操
作
を
す
れ

ば
、
手
動
で
停
止
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
勤
務

さ
れ
て
い
る
人
に
販
売
し
て
い
ま

す
。
価
格
は
１
台
４
３
０
０
円
で

す
。
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
は
１
３
０

０
円
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
は
６
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
か
ら
転
出
さ
れ
る
人
は

防
災
ラ
ジ
オ
を
返
却
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
転
出
の
手

続
き
を
さ
れ
る
際
に
本
庁
ま
た
は

各
支
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

八
女
市
内
の
旧
市
町
村
間
で
転

居
を
さ
れ
る
場
合
（
例
：
旧
八
女

市
→
旧
上
陽
町
な
ど
）
は
防
災
ラ

ジ
オ
の
設
定
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
転
居
先
の
本
庁

ま
た
は
各
支
所
へ
防
災
ラ
ジ
オ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
新
住
所
に
対

応
し
た
設
定
に
変
更
し
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源
は
、
通

常
は
付
属
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
電
池
を

利
用
し
て
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
常
に
緊
急
放
送
等
を
受
信
で

き
る
よ
う
に
待
ち
受
け
て
い
る
た

め
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
な
く
て

も
２
～
３
日
ほ
ど
で
電
池
が
消
耗

し
き
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
乾
電
池

は
、
あ
く
ま
で
も
予
備
電
源
で
あ

る
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

♬ 

防
災
ラ
ジ
オ
を
受
領
し
て
い

な
い
人
へ

♬ 

防
災
ラ
ジ
オ
お
聞
き
で
す
か
？ 

♬ 

お
知
ら
せ
放
送
に
つ
い
て

♬ 

防
災
ラ
ジ
オ
の
有
償
配
付
を

　

 

行
っ
て
い
ま
す

♬ 

難
聴
対
策
を
実
施
し
ま
す

♬ 

転
出
・
転
居
さ
れ
る
人
へ

♬ 
防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源

防災ラジオは電波がよく入
る場所に設置し、ACアダ
プターをコンセントを差し
込んでご使用ください。

問い合わせ＝秘書広報課
　 （☎２３・１１１０）

♪
 ♬

♪
 ♬

♪

防 オ災
ラ

ジ

　

平
成
29
年
５
月
17
日
か
ら
気
象

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
警
報

級
の
現
象
の
お
そ
れ
を
積
極
的
に

伝
え
る
「
警
報
級
の
可
能
性
」、
気

象
警
報
な
ど
の

危
険
度
を
分
か

り
や
す
く
し
た

「
危
険
度
を
色
分

け
し
た
時
系
列
」

の
提
供
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　　

雨
に
よ
る
災
害
発
生
の
危
険
度

の
高
ま
り
を
評
価
す
る
技
術
（
指

数
）
の
活
用
に
よ
り
、
大
雨
・
洪

水
警
報
お
よ
び
大
雨
特
別
警
報
が

改
善
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
気
象
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
大
雨
警

報
（
侵
水
害
）
の
危
険
度
分
布
」

お
よ
び
「
洪
水
警
報
の
危
険
度
分

布
」
の
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
（
７

月
上
旬
予
定
）。
詳
細
は
気
象
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
災
気
象
情
報
が

　
　
　
　
改
善
さ
れ
ま
し
た

 「
警
報
級
の
可
能
性
」「
危
険

度
を
色
分
け
し
た
時
系
列
」

の
提
供

 「
指
数
を
活
用
し
た
大
雨
・
洪
水

警
報
の
改
善
」
と
「
大
雨
・
洪
水

警
報
の
危
険
度
分
布
」
の
提
供

　7 月5日㈬、全国瞬時警報システム（J
アラート※）を用いた緊急地震速報の訓
練が全国各地域で実施されます。八女
市ではこの訓練実施のため、午前 10 時
15 分ごろ、防災ラジオの自動起動により
大音量で「緊急地震速報。大

お お じ し ん

地震です。
大
お お じ し ん

地震です。これは訓練放送です」とい
う放送が流れますのでお知らせします。

（※）J アラートとは地震・津波や武力攻
撃等の緊急情報を、国から人工衛星など
を通じて瞬時にお伝えするシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課消防防災係

（☎ 23・1731）

緊急地震速報大地震（おおじしん）です大地震（おおじしん）です
これは訓練放送です

気象庁から
のお知らせ
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7月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

　　
乳
歯
の
生
え
始
め
は
汚
れ
が
付

き
に
く
い
状
態
な
の
で
、
ガ
ー
ゼ
で

歯
を
や
さ
し
く
拭
き
ま
す
。

　
前
歯
が
上
下
か
ら
生
え
て
き
た

ら
、
歯
み
が
き
の
練
習
を
始
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
座
っ
た
ひ
ざ
の

上
に
寝
か
せ
て
、
仕
上
げ
み
が
き
を

し
ま
す
。
虫
歯
に
な
り
や
す
い
歯

と
歯
ぐ
き
の
境
目
、
奥
歯
の
溝
は
、

１
歯
ず
つ
５
～
10
回
く
ら
い
を
目

途
に
み
が
き
ま
す
。
ま
た
哺
乳
瓶

は
虫
歯
の
原
因
に
な
り
や
す
い
の
で

１
歳
く
ら
い
で
卒
業
し
、
コ
ッ
プ
に

切
り
替
え
ま
す
。

　　　　
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
甘
い
も

の
を
口
に
す
る
機
会
も
急
増
し
ま

す
。
こ
の
頃
は
子
ど
も
が
自
分
で
み

が
い
た
後
の
仕
上
げ
み
が
き
が
ま
だ

ま
だ
必
要
で
す
。
小
学
校
２
年
生

か
ら
３
年
生
頃
ま
で
は
、
大
人
が

仕
上
げ
み
が
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◦
甘
い
味
に
慣
ら
さ
な
い
。

◦
飲
み
物
は
で
き
る
だ
け
水
や
お

茶
に
す
る
。

◦
乳
歯
が
奥
歯
ま
で
生
え
そ
ろ
っ
た

ら
、
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
を

し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
さ
せ
る
。

◦
お
や
つ
を
含
め
た
食
事
時
間
は

で
き
る
だ
け
一
定
の
時
間
に
と
り
、

そ
れ
以
外
の
時
間
（
特
に
寝
る
前
）

に
飲
食
し
な
い
。

◦
「
食
べ
た
ら
歯
み
が
き
」
を
習
慣

に
す
る
。

◦
早
寝
早
起
き
、
毎
日
た
っ
ぷ
り
体

を
動
か
し
て
遊
ぶ
な
ど
、
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
。

子どもの歯の健康について
　乳歯は生後およそ半年くらいから生え始めます。人生８０年として、ここから歯
との長い長いお付き合いがスタートします。「いずれ生え替わるから大丈夫」と思っ
ていませんか？乳歯が虫歯だと、よく噛めなくてあごが十分に成長せず、永久歯
の歯ならびに影響を及ぼしたり、せっかくの大人の歯が虫歯になりやすくなる恐れ
があります。乳幼児の歯と口の健康を守るのは周りの大人の役目です。子どもの口
の中を毎日チェックすることから始めましょう。

健 康 コ ラ ム

ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト　

乳
幼
児
期
に
身
に
つ
け
た
い

口
と
歯
を
守
る
習
慣

０
歳
か
ら
１
歳

ガ
ー
ゼ
で
歯
を
拭
く　

3
歳
か
ら
6
歳

子
ど
も
が
自
分
で
み
が
く

１
歳
か
ら
３
歳

大
人
と
一
緒
に
み
が
く　

　

7
月
は
20
～
74
歳
の
人
で
、

Ⅰ
度
高
血
圧
症
（
収
縮
期
血

圧
１
４
０
㎜
Hg
以
上
、
拡
張
期

血
圧
90
㎜
Hg
以
上
）
お
よ
び
Ⅱ

度
高
血
圧
症
（
収
縮
期
血
圧

１
6
０
㎜
Hg
以
上
、
拡
張
期
血

圧
１
０
０
㎜
Hg
以
上
）
の
人
、

血
圧
が
気
に
な
る
人
を
対
象
に

し
た
教
室
を
行
い
ま
す
。

◦
日
程
＝
7
月
26
日
㈬
10
時
～

13
時
（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

9
時
30
分
～
9
時
50
分
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
１
階

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
調
理

材
料
代
）

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
平
成
28

年
度
に
受
け
た
特
定
健
診
結

果
、
筆
記
用
具

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
市
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
に
よ
る
高
血
圧
に
つ
い

て
の
話
、食
事
に
つ
い
て
、試
食
、

個
別
相
談
（
希
望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
6
月
15
日
㈭
～

6
月
29
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課
保
健
指
導
係

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

参加者
募　集

　母乳育児を希望される妊婦さんを対
象に母乳セミナーを開催します。
　産後の母乳育児を楽しくしていくため
に、乳房のお手入れ方法や、授乳時の
抱っこの仕方などを勉強してみません
か。講師は公立八女総合病院の助産師
さんです。
◦日時＝７月８日㈯10時～11時30分
◦会場＝やめっこ未来館
◦対象者＝母乳育児を希望されている
妊娠中の方
◦申し込み＝７月７日㈮締め切り、健康
推進課保健指導係（☎２３・１３５２）

母乳セミナー
「妊娠中から知って
おきたい乳房ケア」
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦7月3日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦7月5日㈬ 10時～11時／上陽支所
◦7月11日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦7月14日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦7月20日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
◦7月25日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
7月11日㈫＝10か月児（平成28年9
月生）健康診査
7月19日㈬＝4か月児（平成29年3
月生）健康診査
7月25日㈫＝1歳6か月児（平成27
年12月生）健康診査
7月27日㈭＝3歳児（平成26年6月
生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝7月18日㈫13時30分～ 14

時30分
◦対象＝1歳6か月児（平成27年11
月～ 12月生）／ 3歳児（平成26年
5月～ 6月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝7月20日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話。要予約。
定員10人。託児あり。
◦日時＝7月13日㈭10時～ 12時（受
付9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。やめっこ未来館会場では、公
立八女総合病院の助産師による「母
乳相談」も行っています。

相談日以外でも、窓口や電話で子
育て相談を行っています。
◦7月4日㈫10時～ 11時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦7月5日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦7月21日 ㈮ 13時15分 ～ 14時30
分 ／やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦7月13日㈭ 9時～ 16時
   7月27日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦7月18日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝7月26日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟
※マタニティ教室＝次回は8月に開
催します。

乳幼児心理相談

7
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

たっぷりトマトのサラダうどん

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

187Kcal
3.4g
6.5g

25.8g
259mg
20mg
19mg
0.5mg

1.9g
1.4g

1個分あたりの栄養価

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「生涯にわたり、健全な生活習慣を実現します」

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

食生活改善推進会八女
支部研修会のレシピで
す。旬のトマトを使った
さっぱりサラダうどん。
麺の量が少なめで、食
欲がない時でも食べる
ことができる一品です。

⑤④に③のトマトソースを
入れ全体を混ぜ、粗熱を
取る。
⑥器に①と⑤を盛りつけ、
バジルを飾る。

【作り方】
①うどん麺は茹でて水気を
切っておく。
②トマトソースを作る。トマ
トは湯むきをし、4等分に
切って種を取り除き１㎝角
に切る。
③大きめのボウルに②のト
マトとみじん切りのにんにく
を入れ、バジルの葉をちぎ
りながら加え、塩とこしょう
で調味し、10分程度おいて
味をなじませ、オリーブオ
イルを数回に分けて入れ、
よく混ぜ合わせる。
④フライパンに白ワインを
入れて沸騰させ、アルコー
ルを飛ばし、薄口しょうゆ、
バルサミコ酢を加え軽く煮
詰める。

【材料】（4人分）　
《うどん》
◦細ゆでめん･･･360ｇ
≪トマトソース≫
◦完熟トマト･･･2～３個（400ｇ）
◦にんにく･･･１かけ
◦バジルの葉･･･８枚
◦オリーブオイル･･･大さじ２
◦塩･･･少々
◦こしょう･･･少々
◦白ワイン･･･大さじ４
◦薄口しょうゆ･･･小さじ２
◦バルサミコ酢･･･小さじ２
◦バジルの葉･･･適量
※トマト、バジルの葉は八女産、
　にんにくは国産を使用



　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
も
う

す
ぐ
5
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
こ
ろ

の
健
康
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　
災
害
な
ど
で
受
け
た
大
き
な
精

神
的
ス
ト
レ
ス
は
心
身
と
も
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
つ
ら
い
記
憶

が
何
度
も
蘇
っ
て
き
て
落
ち
着
か

な
い
な
ど
、
こ
こ
ろ
と
身
体
に
不

調
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
は
時
間
と
と
も
に
回

復
し
て
い
き
ま
す
が
、
人
に
よ
っ

て
は
数
年
単
位
で
症
状
が
続
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
内
心
で
は「
忘
れ
よ
う
」と
思
っ

て
い
て
も
、
ふ
と
し
た
時
に
つ
ら

い
記
憶
が
突
然
思
い
出
さ
れ
た
り
、

急
に
涙
ぐ
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
ぼ
ん

や
り
と
し
て
話
が
耳
に
入
ら
な
か
っ

た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
落
ち
つ
き
が
な
く
な
っ

た
り
、
些
細
な
こ
と
で
怒
っ
て
し

ま
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
、
不
安
な
気
持

ち
の
変
化
は
つ
ら
い
目
に
あ
っ
た

人
に
は
誰
に
で
も
み
ら
れ
る
正
常

な
反
応
で
す
。
し
か
し
、
症
状
が

長
く
続
い
て
い
る
場
合
は
、
専
門

家
に
相
談
す
る
こ
と
で
症
状
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦
心
配
や
不
安
は
ひ
と
り
で
抱
え

ず
に
誰
か
に
話
し
ま
し
ょ
う

◦
休
息
を
と
る

◦
睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
る

◦
寝
酒
を
し
な
い

◦
心
身
の
不
調
は
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
上
の
表
の
と
お
り
臨
床
心
理
士

が
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。（
事
前
予
約
が
必
要
）

被
災
後
の
心
の
ケ
ア

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

心
と
身
体
を
守
る
た
め
に
で

き
る
こ
と

心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談

日にち 場　所

7 月 26 日㈬

おりなす八女
第 5 研修室

（研修棟２Ｆ）

８月 23 日㈬
9 月 27 日㈬
10 月 25 日㈬
11 月 22 日㈬
12 月 27 日㈬
1 月 31 日㈬
２月 28 日㈬
3 月 28 日㈬
10 月 6 日㈮ ふじの里小会議室

◦受付時間＝13時 30 分から15時 30 分。
相談時間は１人 30 分から１時間程度。
◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係

（☎２３・１３５２）

「こころの相談」日程表

　

不
妊
に
つ
い
て
・
不
妊
治
療
・

更
年
期
障
害
等
で
相
談
し
た
い
、

話
し
た
い
な
ど
女
性
の
心
身
の
健

康
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
人

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。（
相
談
無
料
）

◦
対
象
者
＝

更
年
期
や
不
妊
に
関
す
る
相
談

を
希
望
さ
れ
る
人
、
そ
の
他
女
性

の
心
身
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
な

ど
不
安
や
悩
み
が
あ
る
人

◦
日
時
＝
偶
数
月
の
第
３
金
曜
日

13
時
30
分
～
16
時
30
分（
要
予
約
）

◦
場
所
＝
福
岡
県
朝
倉
総
合
庁

舎
内
２
階
相
談
室

(

朝
倉
市
甘
木
２
０
１
４
‐
１)

◦
相
談
員
＝
不
妊
看
護
認
定
看

護
師(

助
産
師)

◦
申
込
＝
福
岡
県
北
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課 

健

康
増
進
係

（
☎
０
９
４
６・２
２・３
９
６
４
）

女
性
の
健
康
相
談

相
談
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　黒木じじばば世話焼きプロジェクトでは婚
活イベントを企画し、八女市黒木町を中心に
男女の出会いの場を提供しています。今年度
１回目の山婚は、星野村の星のふるさと公園
を舞台に、今年 4 月にリニューアルした星の
文化館での天体観測などを予定しています。
◦開催日＝7 月2日㈰◦集合場所および集合
時間＝黒木支所（黒木町今 1314 番地 1）に
14 時 30 分（黒木支所～星野村まではバス
移動）※ 21時 20 分解散予定
◦参加費＝男性 3,500 円、女性 2,500 円
◦定員＝ 30 人◦対象年齢＝ 25 歳～ 45 歳
の独身男女◦申込・問い合わせ＝
☎ 070・1949・5704（山婚専用）
Q kuroki.yamakon@gmail.com

婚活イベント
   参加者募集！

　
公
立
八
女
総
合
病
院
の
神

経
内
科
の
診
療
を
6
月
よ
り

開
始
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女

総
合
病
院
診
療
支
援
課

（
☎
２
３・４
１
３
１
）

公
立
八
女
総
合
病
院

神
経
内
科
診
療
を
開
始

6　2017.6.15　広報八女
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全
国
の
法
務
局
で
は
、
相
続

登
記
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成

29
年
５
月
29
日
㈪
か
ら
、
各
種

相
続
登
記
手
続
に
利
用
で
き
る

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」（
略

称
「
相
続
証
明
制
度
」）
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　　
こ
の
制
度
は
、
利
用
者
か
ら

相
続
関
係
を
記
載
し
た
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
（
以
下
「
一
覧
図
」

と
い
う
。）
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

法
務
局
が
一
覧
図
の
写
し
を
作
成

し
、
認
証
文
を
付
し
て
交
付
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
一
覧
図
の
写
し
を
関
係
機

関
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
各
種

相
続
手
続
の
た
び
に
戸
除
籍
謄

本
等
を
添
付
す
る
必
要
が
な
く

な
る
と
と
も
に
、
法
定
相
続
関

係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
か
ら
、

相
続
登
記
の
申
請
手
続
を
は
じ

め
被
相
続
人
名
義
の
預
金
の
払

戻
し
等
に
お
い
て
相
続
人
お
よ
び

手
続
の
担
当
部
署
双
方
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ス
ム
ー
ズ
な
相
続
手

続
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
当
制
度
を
利
用
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
相
続
人
が
法
務
局

に
申
出
書
、
戸
除
籍
謄
本
等
お

よ
び
一
覧
図
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
、
加
え
て
、
運
転
免
許

証
等
の
本
人
確
認
証
明
の
提
示

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
人

（
①
法
定
代
理
人
②
民
法
上
の

親
族
③
資
格
者
代
理
人
（
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
弁
理
士
、
海
事
代
理
士

お
よ
び
行
政
書
士
に
限
る
。））
に

よ
る
申
出
も
で
き
、
申
出
で
き
る

法
務
局
は
、
被
相
続
人
の
本
籍

地
、
被
相
続
人
の
最
後
の
住
所

地
、
申
出
人
の
住
所
地
ま
た
は

被
相
続
人
名
義
の
不
動
産
の
所

在
地
の
い
ず
れ
か
を
管
轄
す
る

法
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
戸
除
籍
謄
本
等
は
法
務
局
の

確
認
終
了
後
、
申
出
人
等
に
返

却
さ
れ
、
一
覧
図
の
写
し
の
交
付

に
当
た
っ
て
は
、
一
切
手
数
料
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
法
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

一
覧
図
を
使
用
さ
れ
る
際
は
、
あ

ら
か
じ
め
提
出
機
関
に
使
用
の

可
否
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局

（
☎
０
９
２・７
２
１・４
５
７
０
）

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た

あ
な
た
の
相
続
手
続
き
を
応
援
し
ま
す
！

　2020年に東京で開催されるオリンピック・パ
ラリンピック競技大会では、不用になった小型
家電に含まれる金、銀、銅などを取り出して、
入賞メダルが作られることになりました。
　八女市においても東京2020組織委員会が主
催するこのプロジェクトに賛同し、
参加することを決定しました。現
在、各行政区やクリーンセンター
で回収している小型廃家電がメダ
ルに生まれ変わります。引き続き小型廃家電リ
サイクルへのご協力をお願いします。
　詳しくは、市または日本環境衛生センターの
ホームページ（www.toshi-kouzan.jp）をご確認
ください。※空き地などの無料回収所はメダル
プロジェクトの対象外です。
⃝主催＝東京2020組織委員会

法務局から
のお知らせ

「都市鉱山からつくる！みんなの
メダルプロジェクト」に参加します

　

市
で
は
本
年
３
月
「
八
女
市
環

境
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

38
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

　

市
の
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、

基
本
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
活

環
境
づ
く
り
「
人
と
自
然
が
優
し

く
、
暮
ら
し
や
す
い
生
活
空
間
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
、
本
計
画

で
は
、
総
合
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
「
安
心
」
や
「
優
し
さ
」

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、「
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る 

環

境
に
や
さ
し
い
郷く

に土
づ
く
り
」
を

目
指
す
環
境
像
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
・
市
民
団
体
、
事
業
者
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
意
識
を
共
有
し
あ

い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

実
践
と
相
互
の
協
働
、
連
携
に
よ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
環
境
課
、
各
支
所
市
民
生

活
福
祉
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課

（
☎
２
３・１
４
６
２
）

市
の
環
境
基
本
計
画

　
を
策
定
し
ま
し
た



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
福
島
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、

部
活
動
な
ど
日
頃
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
が
、

Ｆ
Ｍ
八
女
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

そ
の
名
も
「
も
ち
の
木 

福
高
ラ

ジ
オ
」。
生
徒
た
ち
は
、
Ｆ
Ｍ
八

女
の
協
力
の
も
と
、
5
月
下
旬

か
ら
6
月
上
旬
に
か
け
て
収
録

に
臨
み
ま
し
た
。

　
英
会
話
部
「Let it go in 

English

」
や
食
物
研
究
部
「ﾋﾛ

'sKitchen

」、
放
送
部
「
Ｆ
Ｂ
Ｃ

ニ
ュ
ー
ス
」、
演
劇
部
自
作
の
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
活
か
し
た
コ
ー
ナ
ー
満

載
の
番
組
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、「
ラ
ジ
オ
の
収

録
は
初
め
て
で
緊
張
し
た
け
ど
、

私
た
ち
の
日
頃
の
取
り
組
み
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
福
島
高
校
の
生
徒
た

ち
の
自
主
制
作
番
組
で
す
！
ぜ

ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
♪

収
量
は
若
干
少
な
め
な

が
ら
、
品
質
は
最
高

　
八
女
地
域
の
中
小
企

業
73
社
が
出
資
す
る
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
「
や

め
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
」
が
５

月
18
日
㈭
、
お
り
な
す

八
女
で
事
業
開
始
式
典

を
行
い
ま
し
た
。
同
社

は
昨
年
４
月
か
ら
全
面

自
由
化
さ
れ
た
電
力
小

売
り
事
業
へ
の
参
入
を

目
的
に
、
農
業
や
林
業
、

製
造
業
な
ど
地
元
企
業

が
資
本
参
加
し
て
１
月
11
日
に
設

立
、
サ
ー
ビ
ス
名
は
「
や
め
の
で

ん
き
」
で
６
月
か
ら
供
給
を
始
め

ま
す
。
販
売
す
る
電
力
は
当
初

み
や
ま
市
な
ど
が
出
資
す
る
「
み

や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
か

ら
調
達
し
、
そ
の
後
は
太
陽
光
発

電
な
ど
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
積
極
的
に
利
用
し
、
不
足

分
は
卸
電
力
取
引
所
な
ど
か
ら
調

達
す
る
予
定
で
す
。
初
年
度
は
一

般
家
庭
向
け
４
５
０
件
、
事
業

所
向
け
80
件
の
契
約
獲
得
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
事
業
が
軌
道

に
の
れ
ば
、
収
益
の
一
部
を
高
齢

者
や
子
ど
も
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
地
域
に
還
元
す
る
方
針
で

す
。
本
村
勇
一
郎
社
長
は
、「
地

域
で
資
金
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環

さ
せ
る
こ
と
で
八
女
の
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　「
八
女
茶
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
茶
業
部
会
八
女
支
部
（
野
上
邦
雄

支
部
長
）
は
５
月
30
日
㈫
、
八
女
市

に
新
茶
（
１
煎
茶
パ
ッ
ク
１
０
０
個
、

１
０
０
㌘
入
り
50
袋
）
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
野
上
支
部
長
は
「
今
年
は
霜

の
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
春
先
の
寒

さ
に
よ
り
お
茶
の
収
穫
量
は
若
干
少

な
め
で
し
た
。
し
か
し
色
も
味
も
と

て
も
い
い
最
高
品
質
の
お
茶
が
で
き
ま

し
た
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

も
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
、
お
い
し
い
八
女
茶
が
全
国
の
八
女

茶
フ
ァ
ン
の
元
へ
と
届
け
ら
れ
ま
す
。

73社が出資し
「やめのでん
き」スタート

「
も
ち
の
木 

福
高
ラ
ジ
オ
」
放
送
決
定

【放送日時】6 月23日㈮ 15 時～
【再放送】6 月23日㈮ 23 時～
                6 月25日㈰ 13 時～

ＦＭ八女  80.1MHz
「もちの木 福高ラジオ」
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茶業部会の松延さん、野上支部長、斉藤さんが
鎌田副市長にお茶を手渡しました
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初
代
筑
後
国
主
田

中
吉
政
（
１
５
４
８

―
１
６
０
９
）
時
代
展
が
５
月
11
日

㈭
か
ら
21
日
㈰
ま
で
八
女
伝
統
工

芸
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
吉
政
公
は

関
ヶ
原
の
合
戦
で
石
田
三
成
を
捕
ら

え
た
功
に
よ
り
初
代
筑
後
国
主
と
な

り
、
現
代
に
も
残
る
河
川
や
水
路
、

道
路
な
ど
を
造
り
ま
し
た
。
今
回
の

時
代
展
で
は
、
吉
政
公
の
三
男
康
政

が
城
主
だ
っ
た
福
島
城
下
の
ジ
オ
ラ

マ
（
昭
和
58
年
八
女
広
域
青
年
大

学
受
講
生
が
制
作
）
と
、
福
島
城
の

し
ゃ
ち
ほ
こ
（
伝
）
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。「
福
島
城
が
現
代
に
甦
っ
た

よ
う
で
感
動
し
ま
し
た
」
と
見
物
客

か
ら
大
き
な
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　長年にわたり、地域の防火・防災
活動、消防団の育成強化などの消防
業務に励んでこられた八女市消防団
副団長（黒木支団長）の西村博文氏
が本年春の褒章にて藍綬褒章を受章
されました。西村副団長は来年３月
で消防団歴 36 年を迎えられます。市
長に受章の報告にみえられた西村副
団長は「今後も地域の防火・防災に
尽力していきたい」と話されました。
この度の受章、おめでとうございます。

　
作
曲
家
團
伊
玖
磨
さ
ん
の
命
日
で
あ
る
５
月
17

日
㈬
、
黒
木
町
の
素
盞
嗚
神
社
で
第
16
回
「
だ
ご

汁
忌
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
團
さ
ん
は
、
黒
木
町
文

化
連
盟
会
長
を
長
く
務
め
た
吉
村
誠
さ
ん
と
と
も

に
旧
陸
軍
音
楽
隊
に
所
属
し
た
縁
で
、
黒
木
町
を

訪
れ
て
は
大
好
物
の
だ
ご
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。「
だ
ご
汁
の
歌
」を
は
じ
め
、「
八
女
消
防
の
歌
」

や
「
八
女
学
院
校
歌
」
な
ど
、
八
女
で
親
し
ま
れ
る

歌
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。
式
で
は
、
境
内
に
あ
る
團

氏
の
偉
業
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
パ

イ
プ
の
煙
」
記
念
の
碑
前
に
花
、
お
茶
、
だ
ご
汁
を

さ
さ
げ
た
後
、
黒
木
小
学
校
６
年
生
50
人
が｢

だ
ご

汁
の
歌｣

を
、
八
女
消
防
本
部
職
員
が｢

八
女
消

防
の
歌｣

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
に
は
、

黒
木
文
化
連
盟
女
性
部
に
よ
り
、
い
り
こ
や
夏
豆
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
、
歌
詞
ど
お
り
の
具
が
入
っ
た
だ
ご

汁
が
参
列
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

團
伊
玖
磨
さ
ん
を
偲
び

「
だ
ご
汁
忌
」

春の褒章受章を報告 筑
後
国
主
・
田
中
吉
政
の

偉
業
を
展
示

（上）堀を巡らした福島城下のジオラマ。
（右）吉政公の偉業が展示されました。

福島城のしゃちほこ（伝）

　
福
岡
県
主
催
に
よ
る
「
ふ
く
お
か
農
林
水

産
業
体
験
ツ
ア
ー
」
が
5
月
14
日
㈰
、
矢
部

村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
市
周
辺
か
ら

の
参
加
者
約
50
人
が
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
栗
原
悠
次
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
茶

摘
み
を
体
験
し
ま
し
た
。
お
茶
摘
み
は
初
め

て
と
い
う
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

「
お
茶
摘
み
を
体
験
で
き
て
、
今
ま
で
以
上

に
お
茶
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
お

茶
摘
み
の
後
は
、
同
じ
茶
畑
で
お
茶
の
淹
れ

方
教
室
を
行
い
、
参
加
者
は
栗
原
さ
ん
の
話

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

青
空
の
下
で
茶
摘
み
体
験
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※
福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業

の
食
育
担
当
と
し
て
も
活
躍
中

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

◦
対
象
＝
家
庭
介
護
に
直
面
さ

れ
て
い
る
人
、
高
齢
者
の
自
立
を

目
指
し
た
お
世
話
や
家
庭
で
の

介
護
方
法
な
ど
を
学
び
た
い
人
。

介
護
の
基
本
を
学
び
な
お
し
た

い
人
、
介
護
業
務
従
事
者

◦
研
修
日
時
＝
７
月
２
日
㈰
・
７

月
９
日
㈰
の
２
日
間
、
10
時
～

13
時

◦
講
座
内
容
＝
▽
１
日
目 

最
新

の
認
知
症
ケ
ア
と
予
防 

▽
２
日

目 

食
事
の
介
護
と
口
腔
ケ
ア

◦
募
集
人
員
＝
20
人
※
先
着
順

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

ス
ト
ラ
ン
「
き
ら
り
」（
上
陽
町
）

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
１
５
０
０
円

（
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
付
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
５
４・

２
１
５
０
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
体
の
特
徴
や
食

事
（
生
活
）
で
の
注
意
点
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
つ
な
が
る

体
づ
く
り
に
つ
い
て
の
情
報
を
お

伝
え
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
21
日
㈬
19
時
～

20
時
45
分
※
受
付
18
時
30
分
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
講
師
＝
㈱
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

静
間
佳
代
子
さ
ん

　
未
就
学
の
子
ど
も
の
い
る
保

護
者
、
子
育
て
に
興
味
が
あ
る

人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
24
日
㈯
10
時
～

11
時

◦
内
容
＝
講
演
後
、
親
子
遊
び

◦
場
所
＝
矢
部
保
育
園
ゆ
う
ぎ
室

◦
演
題
＝
「
足
と
子
ど
も
の
体
と

心
の
育
ち
の
関
係
」
～
足
で
子

ど
も
の
未
来
が
わ
か
る
～

◦
講
師
＝
柄
本
亜
紀
子
さ
ん

◦
託
児
＝
有
り
（
定
員
９
人
）

◦
申
込
期
限
＝
６
月
20
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

役
所
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

等
の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎

月
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
。

出
店
者
も
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
6
月
25
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め

き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　　
古
文
書
な
ど
の
資
料
を
も
と

に
、
江
戸
時
代
の
山
内
の
様
子
を

学
び
ま
す
。講
師
古
賀
正
美
さ
ん

◦
日
時
＝
７
月
２
日
㈰
、
13
時

30
分
～
14
時
30
分 

※
入
場
無
料

◦
会
場
＝
山
内
公
民
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
童
男
山
・
犬
尾

城
保
存
会
・
櫻
木
さ
ん

（
☎
２
２
・
３
０
４
２
）

　
八
女
市
観
光
大
使
の
岩
崎
記

代
子
さ
ん
に
よ
る
第
２
回
音
楽

の
ひ
ろ
ば
。
童
謡
や
唱
歌
な
ど

を
学
び
な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈯
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

お
茶

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　　
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
ち
づ
こ
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

◦
日
時
＝
７
月
23
日
㈰
14
時
～

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
レ

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
市
子
育
て
支
援
講
演
会

講
演
会
「
江
戸
時
代
の
山
内

の
景
観
」

岩
崎
記
代
子
音
楽
の
ひ
ろ
ば

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
コ
ン
サ
ー
ト

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会「
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
食
事
」

　三田村市長が病気療養のため、平成 29
年 5 月 24 日㈬から当分の間、地方自治
法第 152 条第 1 項の規定により、次のと
おり職務代理者を設置しました。この間、
各種証明書や通知書などは、八女市長職
務代理者名での発行となりますので、ご
理解のほどよろしくお願いいたします。
　八女市長職務代理者
　八女市副市長　中園 昌秀
◦問い合わせ＝総務課総務法制係
　　（☎ 23・1111）

　国指定伝統的工芸品八女
提灯の展示会です。八女提灯
協同組合会員作品が一堂に集
合。各社自慢の作品が勢揃い
しますので、じっくりご覧いた
だきお店選びの参考にしてく
ださい。入場無料
◦日時＝ 6 月10 日㈯～ 8 月
10 日㈭、９時～ 17 時※月曜
日休館
◦会場＝八女伝統工芸館
　　◦問い合わせ＝同館
　　（☎２２・３１３１）

２０１７　  八女盆提灯展新作

教
室
・
講
座

　その名も「もちの木 福高ラジオ」。福
島高校生徒会を中心に、英会話部「Let 
it go in English」、 食 物 研 究 部「 ヒ ロ
'sKitchen」、放送部「FBC ニュース」、演
劇部自作のラジオドラマやブラスバンド部
の演奏などなどそれぞれの特色を活かし
たコーナー満載！さらに、運動部のみんな
も出演予定です！
ぜひお聴きください♪
◦放送日時＝ 6 月23日㈮ 15 時～
◦再放送＝ 6 月 23 日㈮ 23 時～、25 日
㈰ 13 時～ 
◦問い合わせ＝ＦＭ八女（☎ 24・9801）
※関連記事は８ページにあります

FM 八女初！！高校生制作・
出演のラジオ番組 放送決定

八女市長職務代理者の設置について

6/23
㈮
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で
の
求
職
者
を
対
象
に
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
費
用
無
料
、
要
申
込
）

◦
日
時
＝
７
月
21
日
㈮
～
28
日

㈮
※
土
日
を
除
く
。
資
格
等
の

有
無
に
よ
り
受
講
日
数
が
変
わ

り
ま
す
。

◦
申
込
期
限
＝
7
月
11
日
㈫

◦
場
所
＝
▽
学
科 

久
留
米
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
▽
実
技 

久
留
米

市
植
木
農
業
協
同
組
合

◦
定
員
＝
20
人

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
込
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
７
７
・
６
０
８
８
）

　
英
語
の
楽
し
さ
と
異
文
化
を

体
験
。
外
国
人
講
師
が
カ
ー
ド
や

お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
指
導
し
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
７
月
22
日
㈯
・
29

込
書
は
市
役
所
介
護
長
寿
課
に

も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
益
社
団
法
人

福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

（
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
４
５
９
０
）

受
験
申
込
要
領
は
（
公
社
）
福
岡

県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
６
月
上
旬
を
目
途
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
子
育
て
女
性
の
「
働
き
た
い
！
」

を
応
援
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①
座
談
会
（
子
ど
も
同
伴
可
）

▽
「
働
く
前
に
不
安
解
消
！
」
６

月
28
日
㈬
▽
「
後
悔
し
な
い
会
社

選
び
の
キ
ホ
ン
」
６
月
30
日
㈮

（
※
と
も
に
10
時
～
11
時
30
分
）

②
セ
ミ
ナ
ー 

マ
マ
の
た
め
の
「
お

金
」の
は
な
し
（
無
料
託
児
あ
り
）

６
月
29
日
㈭
10
時
～
12
時

③
個
別
就
業
相
談
（
子
ど
も
同

伴
可
）
６
月
28
日
㈬
～
６
月
30
日

㈮
９
時
～
17
時
※
１
人
約
１
時
間

◦
申
込
期
限
＝
６
月
27
日
㈫
17

時
締
切
※
い
ず
れ
も
予
約
制
。

◦
場
所
・
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）
☎
０

９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９

日
㈯
・
８
月
５
日
㈯
※
全
３
回

◦
時
間
＝
10
時
～
11
時

◦
対
象
者
＝
３
歳
以
上
の
未
就

学
児
と
保
護
者
（
八
女
市
在
住

お
よ
び
勤
務
）

◦
場
所
＝
西
公
民
館

◦
定
員
＝
10
組
（
抽
選
）

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
申
込
締
切
＝
６
月
30
日
㈮

※
日
曜
日
を
除
く
９
時
～
17
時

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民

館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
市
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
登
録
申
請
に
は
、
こ
の

資
格
が
必
要
で
す
。

◦
期
日
＝
10
月
22
日
㈰

◦
会
場
＝
福
岡
市

◦
受
験
資
格
＝
給
水
装
置
工
事

に
関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
の

経
験
を
有
す
る
人

◦
受
講
料
＝
１
万
６
８
０
０
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
７
日
㈮
ま
で

◦
申
込
＝
公
益
財
団
法
人
給
水

工
事
技
術
振
興
財
団
（
☎
０
３
・

６
９
１
１
・
２
７
１
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
上

水
道
工
務
係（
☎
２
３・１
１
０
７
）

　
市
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
登
録
申
請
に
は
こ
の
資
格

が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
上
下

水
道
局
で
配
布
し
ま
す
。

◦
試
験
日
＝
11
月
５
日
㈰

◦
会
場
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

◦
受
験
手
数
料
＝
１
万
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
３
日
㈪
～
７

月
14
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局
下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・

１
１
４
８
）

◦
試
験
日
＝
10
月
８
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
福
岡
大
学
（
福
岡

市
城
南
区
七
隈
）

◦
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
＝
７

月
５
日
㈬
ま
で
※
消
印
有
効
。
申

◦
参
加
費
＝
無
料
※
会
場
ま
で

の
交
通
費
、
昼
食
等
個
人
に
係

る
経
費
は
す
べ
て
個
人
負
担
。

◦
主
催
＝
公
益
財
団
法
人
福
岡

県
市
町
村
振
興
協
会

◦
申
込
＝
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
（
☎
０
９
２・４
３
２・

６
２
６
６
）

◦
日
時
＝
７
月
14
日
㈮
、
28
日

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
１
回
３
０
０

円
▽
会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

西
公
民
館
講
座

「
親
子
で
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転

技
能
講
座

　折り紙で身近な動物や昆虫を作って
みよう。
◦日時＝7 月2日㈰ 10 時～ 12 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦対象＝どなたでも
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝無料
◦申込＝電話またはファクス
◦募集期間＝6月20日㈫～6月25日㈰ 

　江戸時代以降、豊富な山産物を商
い、繁栄をみた八女福島と黒木。物流・
住空間としての町並みから、新たなま
ちづくりまでご紹介します。
◦日時＝ 6 月 24 日㈯ 13 時 30 分～
15 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦講師＝大島真一郎（八女市文化振
興課文化振興係長）
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）
◦入場料＝無料

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

　各体験・講座とも先着順になります。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化
交流館 ( いわいの郷 ) ☎ 24・3200
／N24・3210
【体験事業】折り紙教室

【歴史講座】
八女の町並みとまちづくり

就
業
支
援

試　

験

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

働
き
た
い
！

女
性
へ
の
就
職
応
援
講
座

【みんなで歌おうボンモマン】参加費無料◦日時＝ 7 月1日㈯ 14 時～ 16 時◦場所＝八女文化
会館◦問い合わせ＝サウスクラブハーモニカグループ『竹取物語』末石さん（☎ 23・3366）
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　池の山キャンプ場に隣接し、夏
の間だけオープンする屋内型プー
ルです。25ｍプールと子ども用プー
ルとがあり、大人から子どもまでご
家族でご利用できます。プール内
の色も明るくしていますので、皆様
のご来館をお待ちしています。
◦開館期間＝７月１日㈯～ 8 月 31
日㈭
◦休館日＝月曜日（祝祭日は開館）
◦開館時間＝ 9時～ 12時、13時～
16時 30分、17時 30分～ 21時
◦利用料金＝中学生以上 150 円、
小学生以下 80 円
　　◦問い合わせ＝星野支所総務
　　課総務係（☎５２・３１１２）

科
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
６
月
15
日
㈭
～

９
月
20
日
㈬
※
入
学
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大
学
福

岡
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
５
・
３
０
３
３
）

　
お
子
さ
ん
の
養
育
面
に
関
す

る
悩
み
や
心
配
事
に
対
し
て
、
教

育
・
福
祉
等
の
各
専
門
家
が
個

別
に
応
じ
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
主
催
。

◦
日
時
＝
７
月
24
日
㈪
９
時
30

分
～
16
時

◦
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
大
会

議
室
（
八
女
市
本
村
25
）

◦
申
込
期
日
＝
７
月
３
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育

委
員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

「
25
周
年
記
念
論
文
担
当
」
宛

◦
問
い
合
わ
せ
＝
交
通
事
故
総

合
分
析
セ
ン
タ
ー
渉
外
事
業
課

（
☎
０
３
・
５
５
７
７
・
３
９
７

３
／
o
０
３
・
５
５
７
７
・
３
９

８
０
／
Qkoho@

itarda.or.jp

）

　
放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
、
文
部
科
学

省
・
総
務
省
所
管
の
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
、
教
育・福
祉
、

経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
の
科
目

を
1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。
学

力
試
験
は
な
く
、15
歳
以
上
（
全

科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）
で
あ

れ
ば
入
学
で
き
、
卒
業
す
る
と

学
士
（
教
養
）
の
学
位
が
取
得

で
き
ま
す
。
短
大
、
専
門
学
校

な
ど
か
ら
も
編
入
学
で
き
ま
す
。

ま
た
、
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
大

学
院
の
修
士
科
目
生
、
修
士
選

　
受
験
料
・
受
講
料
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
）。
申
込
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
・
定
員
・
訓
練
期
間
・

試
験
日
＝
①
Ｏ
Ａ
簿
記
初
級
・
中

級
連
続
養
成
科
２
期
／
24
人
／

８
月
1
日
㈫
～
１
月
31
日
㈬
／

７
月
10
日
㈪

②
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
２
期
／
25
人

／
８
月
２
日
㈬
～
10
月
31
日
㈫

／
７
月
12
日
㈬

①
②
共
通

◦
募
集
締
切
＝
６
月
29
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
９
月
の
県
民
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
と
11
月
の
福
岡
県
市

町
村
駅
伝
大
会
を
目
標
に
毎
月

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
毎
月
第
１
・
第
３

土
曜
日
、
14
時
～
16
時

◦
会
場
＝
筑
後
広
域
公
園
※
集

合
場
所
は
恋
ぼ
た
る
近
く
の「
足

湯
」
の
所

◦
内
容
＝
体
操
・
ア
ッ
プ
後
に
個

別
練
習

◦
問
い
合
わ
せ
＝
陸
上
部
監
督

大
坪
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
６
４
２

４
・
０
４
７
０
）

　
平
成
29
年
度
県
民
体
育
大
会

水
泳
競
技
の
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

◦
大
会
日
時
＝
８
月
20
日
㈰

◦
大
会
会
場
＝
北
九
州
市
立
文

化
記
念
公
園
プ
ー
ル

◦
募
集
締
切
＝
７
月
９
日
㈰

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
（
小
学

生
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
）

◦
募
集
人
数
＝
▽
一
般
の
部
制
限

な
し
▽
少
年
の
部
35
人
※
希
望

者
多
数
の
場
合
は
各
個
人
の
記

録
に
基
づ
い
て
選
考
し
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　（
公
財
）
交
通
事
故
総
合
分
析

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
今
後
の
道
路

交
通
安
全
対
策
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
～
世
界
一
安
全
な
道
路
交

通
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
懸
賞
論
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

応
募
で
き
ま
す
。

◦
表
彰
＝
▽
最
優
秀
賞
（
１
編
）

副
賞
20
万
円
▽
優
秀
賞
（
２
編
）

副
賞
10
万
円
▽
特
別
奨
励
賞（
数

編
）
５
万
円
※
入
選
者
が
高
校

生
以
下
の
場
合
は
各
賞
共
通
で
、

賞
状
お
よ
び
副
賞
（
図
書
カ
ー

ド
５
万
円
相
当
）。
優
秀
賞
以
上

の
作
品
に
は
、
読
売
新
聞
社
か

ら
「
読
売
新
聞
社
賞
」
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

◦
締
切
＝
６
月
30
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

◦
応
募
先
＝
郵
送
で
書
留
で
。

〒
１
０
１-

０
０
６
４
東
京
都
千

代
田
区
猿
楽
町
２
―
７
―
８
住

友
水
道
橋
ビ
ル
８
階
（
公
財
）

交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町178（旧きんぷく亭）☀☎24・3022

★美アップ講座
◦日時＝ 6 月 17 日㈯ 13 時 30 分～
15 時◦参加費＝ 200 円
★福岡ヤフオクドーム野球観戦
◦日時＝6 月25日㈰10時～17時 30 分
◦参加費＝ 2000 円（チケット代）
※昼食は自己負担、先着受付
★外出「カラオケ サンタクロース」
◦日時＝ 7 月 2 日㈰ 13 時～※現地
集合◦参加費＝ 300 円
★たこ焼き作り
◦日時＝ 7 月 8 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★映画鑑賞「青空エール」
◦日時＝ 7 月 15 日㈯ 13 時～
◦参加費＝無料

ほ
ほ

え
み地域活動支援センター

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

県
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
選
手

八
女
市
体
育
協
会
陸
上
部
員

星野Ｂ＆Ｇ海洋センター星のふ
るさと公園内（池の山プール）
夏季限定　７月１日オープン！

安
全
な
道
路
交
通
社
会
を

目
指
し
て
懸
賞
論
文
を
募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生

障
が
い
児
巡
回
相
談

【開館時間】平日 10:00 ～ 12:30、13:30
～ 17:00 ／土日祝 10:00 ～ 16:00

【休館日】▪月曜日 ▪日曜日（第 2・第 4）
▪火曜日（日曜日を開館した直後）▪年末年始

※各イベントは要予約12　2017.6.15　広報八女
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移動図書館運転手（分館業務）
◦募集人員＝１人
◦勤務地＝立花分館
◦資格＝普通運転免許
◦任用期間＝ 9 月1日～ 3 月 31日

（更新制度有）※賃金は八女市規定
による
◦試験日＝7 月23日㈰
◦試験会場＝おりなす八女
◦選考方法＝書類審査、作文・面
接
◦受付期間＝6月15日㈭～ 7月7日㈮
◦提出書類＝申込書（八女市立図
書館本館に準備）
◦申込・問い合わせ＝八女市立図書
館（☎２２・２５０４）

◦募集人員＝男女共同参画推進係
１人
◦申込方法＝市販の履歴書に必要
事項を記載のうえ男女共同参画・生
涯学習課に持参するか郵送してくだ
さい。
◦必要な資格等＝エクセルやワード
ができる人
◦申込・問い合わせ＝男女共同参画
生涯学習課（☎ 23・1314）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
福
岡
県
出
会

い
・
結
婚
応
援
事
務
局
（
☎
０

９
２
・
７
２
２
・
６
１
１
１
）

▽
福
岡
県
子
育
て
支
援
課
（
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
１
１
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎

月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国

の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査

で
あ
り
、
政
府
や
都
道
府
県
の

雇
用
・
失
業
対
策
の
た
め
に
不

可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調

査
票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統

計
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み

に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
１
１
１
１
）

置
し
、
独
身
男
女
の
出
会
い
・
結

婚
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
出

会
い
応
援
団
体
の
皆
さ
ま
に
「
結

婚
応
援
宣
言
」
を
し
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
宣
言
は
、
個
人
の
考
え
方
や

価
値
観
を
尊
重
し
つ
つ
、
結
婚
を

希
望
す
る
人
の
願
い
が
か
な
う
よ

う
、
従
業
員
の
方
に
対
す
る
本

県
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
あ
か
い

糸
め
ー
る
」
の
登
録
の
呼
び
か
け

や
結
婚
祝
い
金
制
度
の
創
設
な

ど
に
つ
い
て
、
経
営
者
自
ら
が
宣

言
し
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
も
の
で
す
。「
出
会
い

応
援
団
体
」
お
よ
び
「
メ
ル
マ
ガ

会
員
」は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
出
会
い
、
結
婚
さ
れ

た
方
に
は
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
着
用
で
の
写
真
撮
影
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
県
で
は
、
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
結
婚
し
た
い
独

身
男
女
を
応
援
す
る
企
業
・
団

体
を
「
出
会
い
応
援
団
体
」
と

し
て
登
録
し
、
皆
さ
ま
が
実
施
す

る
パ
ー
テ
ィ
ー
や
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
あ
か
い
糸
め
ー

る
」で
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
内
４
か
所
に
相
談
窓
口
を
設

　
福
岡
県
で
は
、
若
年
性
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

医
療
・
福
祉
・
就
労
な
ど
に
関

し
て
、
電
話
ま
た
は
面
談
（
要

予
約
）
に
よ
る
無
料
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
。

◦
相
談
日
時
＝
火
～
土
曜
日
の

10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

日
市
原
町
３
丁
目
１
番
７
号
）

◦
電
話
＝
０
９
２
・
５
７
４
・
０

１
９
６

　
市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養

護
助
教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理

職
員
、
学
校
事
務
代
理
職
員
の

希
望
者
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
全
教
科
に
お
い
て

講
師
希
望
の
方
が
非
常
に
少
な

い
状
況
で
す
。
該
当
免
許
状
を

お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
次
の
免
許
状
・
資
格

を
有
す
る
こ
と
。
取
得
見
込
み

も
可
。

【
講
師
】登
録
を
希
望
す
る
校
種
、

教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
【
養

護
助
教
諭
】
養
護
教
諭
免
許
状

【
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
】
栄
養

士
【
学
校
事
務
代
理
職
員
】
免

許
状
不
要

※
志
願
書
は
南
筑
後
教
育
事
務

所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
県
教

育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

教
育
事
務
所
総
務
課
教
職
員
係

（
☎
０
９
４
２・５
３
・７
３
４
２
）

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

福
岡
県 

出
会
い・結
婚
応
援
事
業

市
町
村
立
学
校
の

講
師
等
登
録
制
度
の
ご
案
内

【嘱託職員】

【臨時職員】

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　福岡法務局と福岡県人権擁
護委員連合会では、6 月 26 日
㈪から 7 月2日㈰までの１週間
を「子ども人権１１０番強化週
間」として、「いじめ」や体罰、
不登校や子どもの虐待など、子
どもに関する人権問題の相談を
受け付けます。
◦相談時間＝▽ 6 月26 日㈪～
30日㈮ ８時 30 分～ 19 時
▽ 7 月1日㈯・２日㈰ 10 時～
17 時
◦電話番号＝０１２０・００７・
１１０（※ＩＰ電話を利用される
方は 092・739・4175 へ）
　法務局職員と人権擁護委員
が無料で相談に応じます。秘密
は厳守されますので、一人で悩
まず、ぜひお気軽にお電話くだ
さい。｢子どもの人権１１０番｣
では、強化週間以外でも子ども
の人権に関するご相談を、土日
祝日を除く毎日 8 時 30 分から
17 時 15 分まで（時間外および
土日祝日は留守番電話対応）受
け付けています。

（☎０１２０・００７・１１０）

子どもの人権１１０番
強化週間

職員募集男女共同参画
生涯学習課
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■4か月さん集まれ（2月生まれ）
「ベビータッチ＋食育」
◦7/6 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参、参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦7/6 ㈭・7/20 ㈭13:30 ～15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「ゆりかごシネマ + ブランチ」
◦ 7/15 ㈯ 10:00 ～ 12:30 ／参加
費あり／託児あり／要申込
■パパママ集まれ「そうめん流し」
◦7/22 ㈯ 10:00 ～ 12:00 ／参加
費あり／要申込

■つくろうねっ♥「手型Ｔシャツづくり」
◦ 7/12 ㈬ 10:30 ～／定員大人 10
人／参加費 200 円／子ども用の綿
Ｔシャツを各自持参／ 9 日㈰までに

要申込
■はっぴぃバースデー

「くまちゃんのお話」
◦ 7/25 ㈫ 10:30 ～／ 22 日㈯まで
に要申込

■七夕まつり◦ 7/4 ㈫ 10:30 ～
11:30 ／限定 15 組／要申込
■GOGO！カ～りる
◦ 7/6 ㈭ 10:30 ～ 11:10 ／移動図
書館車が来ます。利用カードをお持
ちの人はご持参ください。
■ともだちっていいな

「シャボン玉あそび」
◦ 7/12 ㈬ 10:00 ～ 10:30
■すてきな記念日♥「誕生会」
◦7/19 ㈬ 10:30 ～ 11:15 ※誕生月
者のみ要申込。身体測定ができます。
■わ・わ・WA！「みずあそびデビュー」
◦7/21㈮ 10:30 ～11:30 ／限定子
ども10 人・要申込／水着 or 布パン
ツ、タオル、帽子、水分補給ができ
るもの持参

■お誕生会「7 月生まれさん集まれ」
◦ 7/6 ㈭ 10:30 ～／誕生月者のみ
要申込
■田中もと子先生の抱っこDeぎゅ～

「親子ふれあい遊び＆ママヨガ」
◦ 7/11 ㈫ 10:30 ～／動きやすい服
装・お茶持参／要申込
■ママといっしょ

「すいか割り＆水遊び」
◦ 7/28 ㈮ 10:30 ～／参加費 200
円／外用帽子・着替え・タオル・水
着（布パンツ可）

■ 10:00 ～ 13:00
▽矢部村集落センター  7/4㈫・19㈬
▽長峰保育所 2 階  7/5 ㈬、26 ㈬
▽上陽公民館   7/14 ㈮
▽井延公民館   7/20 ㈭
▽かがやき  7/25㈫
▽室岡公民館   7/27 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問 ☎24・9090

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問 ☎24・8814

子育ち支援掲示板 7 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院
　　　　　　　（23・4131）

［火・木］筑後市立病院
　　　　　　　（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00～14:30）
【7月】2㈰・16㈰・17㈷・30㈰
　　　公立八女総合病院 （23・4131）

【7月】9㈰・23㈰
　　　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

▼救急車を呼ぶべきか迷ったら
（24 時間対応）　♯ 7119

7月2日（日）
城戸医院 鵜池 23・5303
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
内藤歯科医院 黒木町 42・4086
7月9日（日）
麻生医院 宅間田 23・5800
しばた医院 上陽町 33・7373
松山歯科医院 納楚 24・1234
7月16日（日）
黒岩外科 日の出町 23・2858
今村循環器内科 黒木町 33・2115
野田歯科医院 筑後市 0942・53・4187
7月17日（祝）
富田クリニック 蒲原 24・4810
後藤内科医院 上陽町 54・2221
有吉歯科クリニック 筑後市 0942・27・9844
7月23日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853
矢部診療所 矢部村 47・2700
馬田歯科医院 筑後市 0942・52・8788
7月30日（日）
いしもと小児科 岩崎 22・7111
辺春診療所 立花町 36・0010
こが歯科 筑後市 0942・27・7117

7月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚

 福岡県では、平成 28 年 6
月 30 日から救急電話相談
事業（＃７１１９）を開始し、
今月で１年を迎えます。
急な病気やけがの時は、「救
急車を呼んだ方がいいの
か」「病院にいつ受診したら
いいのか？」と迷う方も多
いと思います。そういう時
に、＃７１１９に電話すると、
365 日 24 時間体制で症状
などを聞き、救急車の利用
や最寄りの医療機関につい
て、アドバイスします。
救急車を呼ぶかどうか迷っ
たら、「＃７１１９」へご相
談ください。
◦問い合わせ＝福岡県南筑
後保健福祉環境事務所総
務企画課企画指導係

（☎ 0944・72・2111）

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問 ☎42・3301

救急車を呼ぶべきか
迷ったら「♯7119」



広報八女　2017.6.1515

6 月・7 月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

6/25 ㈰ 第 60 回  西日本吟詠筑後地区大会 ハーモニー 10:00 無料 ㈱西日本新聞イベント
サービス（ 同大会事務局） 

092・
711・5491

6/25 ㈰ 第 29 回  ゆかた会 はちひめ 10:00 無料 藤本秀菊世社中（石井） 22・6001

7/1 ㈯

人権のまちづくり 市民の集い 2017
講演会
＜テーマ＞「転んだら、どう起きる？」
講師：宇

う か じ た か し
梶 剛 士（俳優）

八女ロケの製作映画「 野球部員、演劇の舞
台に立つ！～甲子園まで 642キロ～」出演

ハーモニー 14:00 無料

八女市人権・同和政策課
※託児( 無 料 ) をご希望の方
は 6/16(金)までにお申込み
ください。

23・1490

7/1 ㈯ 第15 回 みんなで歌おうボンモマン
　　　　　　　   　 （幸せなひととき）

八女文化
会館 14:00 無料 サウスハーモニカグルー プ

「竹取物語」（末石） 23・3366

7/16 ㈰ 大正琴・文化箏 のぞみ演奏会　 はちひめ 13:30 無料 のぞみ会（野上）
090・
3603・9149

7/17(月・祝) サマーダンスパーティー 八女文化
会館 13:00 1,000 円

（当日200 円増）
社交ダンスサークル
ますみ会 ( 井 上 ) 22・4534

70

沖縄うりずんの雨

7/23 (日)
１4:00 開演

（ 全席自由 )                                               
一般 1,000 円                                              

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

6/24(土)

主催･お問合せ：上映実行委員会☎090・1080・0988

はちひめホール

一般 1,000 円  （当日1,300円）

 （高校生以上）

 （3歳以上）

（全席自由 ) 

中学生以下 500円                                              

( 2 回目）15:00 ～
( 3 回目）18:30 ～

上映時間
( 1 回目）10:30～

沖
縄
を
考
え
る
上
映
会

ハーモニーホール

vol.3

ハーモニーホール

コンサート2017三山 ひろし

（ 全席指定 )                                               一般 6,000 円                                              
友の会 5,500 円                                             

7/4(火)
昼の部　 12:30 開演
夕方の部 16:30 開演

２回
公演

チケット好評発売中

 チケット発売中

出演者　
■YOKACON リコーダー合奏団
　雨にぬれても・サラバンド 他
■YOKACON 市民合唱団
　大河のように・海の声
　いい日旅立ち 他

■工藤真菜（ヴァイオリン）
■平 洋子（ピアノ）

ゲスト　
■深町まどか ＆ 野田美子
　（フルートデュオ）

主催・お問合せ：YOKACON 実行委員会
事務局／穐田（アキタ） ☎ 090・9471・0461

SHUSAKU YAMANO TRIO with AOI
YAMAGUCHI

高知県出身。温もりの声と安定
した歌唱力で、 懐かしい流行歌
の数々を歌ったアルバム「歌い
継ぐ！昭和の流行歌」をシリー
ズ化し、6th アルバムを発売。
昨年紅白歌合戦出場、演歌界で
いま最も注目を集めています。

  主催・お問合せ：「HotするJAZZ」実行委員会☎ 090・3012・5079

熊本地震／益城町文化会館 復興支援

200席限定

ジャン・ユンカーマン
監督作品

小森陽子 (p)

山 口 葵 (vo)

丹羽肇 (b)
山野修作 (g)

7 /28(金)１9:00 開演 はちひめホール

一 般 2,000 円                                               （ 全席自由 )                                                チケット発売中  チケット発売中

真夏の夜のＪＡＺＺ vol.2

会場内には、軽食・飲み物の販売コーナーをご用意しています

山野修作トリオwith 山口葵

中高生・障がい者 500円 小学生以下無料

戦
後
　  

年 

沖
縄
は
問
い
か
け
る



　
こ
の
作
品
は
、
原
作
品
を

手
本
に
、
石
版
（
せ
き
は
ん
）

を
使
用
し
て
色
ご
と
に
刷
り

重
ね
る
「
リ
ト
グ
ラ
フ
」
と

呼
ば
れ
る
手
法
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
雄
大
な
阿
蘇
の

自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
噴

煙
た
ち
の
ぼ
る
山
容
を
背
景

に
、
カ
ル
デ
ラ
に
放
牧
さ
れ

た
馬
た
ち
が
雑
草
を
は
み
な

が
ら
悠
久
の
時
間
を
刻
ん
で

い
ま
す
。
画
面
は
上
半
分
と

下
半
分
に
二
分
割
さ
れ
、
単

純
化
さ
れ
た
山
肌
と
草
原
の

ゆ
ら
ぎ
に
折
り
込
ま
れ
る
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
水
辺
は
引

き
締
ま
っ
た
感
覚
を
添
え
、

陽
光
ふ
り
そ
そ
ぐ
牧
歌
的
な

印
象
を
与
え
る
作
品
で
す
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は

17
時
ま
で
〉
※
月
曜
休
館
〈
祝
日

の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！ 

⑫

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
２
４・８
３
０
４
）

「阿蘇草千里」
リトグラフ作品

　
八
女
市
民
体
育
館
で
５
月
13

日
㈯
、
子
ど
も
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
主
催
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ

レ
ス
」（
平
成
29
年
度
市
民
と
の

共
同
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案

事
業
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、
プ
ロ
レ
ス
の
楽

し
さ
や
レ
ス
ラ
ー
の
力
強
さ
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
レ

ス
ラ
ー
が
痛
み
や
苦
し
み
に
耐

え
、一
生
懸
命
に
戦
う
姿
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
、
困
難
に
立
ち

向
か
う
勇
気
や
人
に
優
し
く
接

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
よ

う
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
駆
け
つ
け
た
約
５
０

０
人
の
観
客
は
、
迫
力
あ
る
レ
ス

ラ
ー
の
試
合
に
固
唾
を
の
ん
で

見
入
っ
た
り
、
興
奮
し
て
大
声

援
を
送
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
前
に
は
、
プ
ロ
レ
ス
教
室

を
は
じ
め
、
空
手
の
演
武
、
ダ

ン
ス
や
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添

え
て
い
ま
し
た
。大
会
の
収
益
は
、

八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

附
さ
れ
、
青
少
年
育
成
事
業
に

使
用
さ
れ
ま
す
。

　「特定外来生物ツマアカスズメバチ」が
一昨年より県内で確認されるようになって
います。特徴は、体長２㎝位、全体的に黒っ
ぽく、腹部は黄色で、樹林やビルの高い
位置に営巣することが多く、在来のスズメ
バチよりも大きい巣を作ります。人への影
響は、在来スズメバチ以上の影響はない
とされています。発見した場合は、連絡を
お願いします。駆除する場合は、害虫駆
除業者等へご依頼ください。
◦問い合わせ＝▽福岡県南筑後保健福祉
環境事務所地域環境課（☎22・6963）
▽市環境課（☎23・1462）

プ
ロ
レ
ス
を
通
し
て
勇
気
や
優
し
さ
を
学
ぶ

　
八
女
ブ
ラ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

皆
さ
ん
か
ら
５
月
２
日
㈮
、
九

州
北
部
豪
雨
、
熊
本
地
震
復
興

の
災
害
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
八
女
ブ
ラ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
八
女
学
院
中
学
・
高
等

学
校
、
八
女
高
等
学
校
、
福
島

高
等
学
校
、
西
日
本
短
期
大

学
附
属
高
等
学
校
、
輝
翔
館

中
等
教
育
学
校
、
立
花
中
学

校
、
筑
南
中
学
校
、
広
川
中
学

校
、
筑
後
北
中
学
校
の
９
校
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
３
月
26
日

㈰
に
お
り
な
す
八
女
で
行
っ
た

コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
年
で
５
回

目
。
会
場
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
箱
を
設
置
し
、
集
ま
っ
た
お

金
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鎌
田
副
市
長
は
、「
皆
さ
ん
の
ご

支
援
に
よ
り
、
九
州
北
部
豪
雨

災
害
で
の
八
女
市
の
復
興
事
業

は
今
年
度
で
終
わ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
的
支

援
を
引
き
続
き
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
ご
支
援
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

八女ブラスステーションから寄附をいただきました
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ

バ
チ
に
ご
用
心

①八女市出身の小川聡志選手
②③試合前に子どもプロレス教室があり、子
どもたちはリングを体験しました。

❶

❷

❸

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています



　市では、皆さんが市役所へ電話される際に便利な「直通電話」を導入しています。用務先の部署へ直接電話が
できますので、ぜひご利用ください。ファクスは送信先（課名等）を明記して送信してください。

市役所への電話は、
「直通電話」

市役所 各課の主な業務内容と直通電話番号  ★代表電話（時間外）23-1111★
部署名 主な業務内容 電話番号 FAX番号 備考

企
画
振
興
部

秘書広報課
秘書広報係（秘書）市長・副市長の秘書 23-1109

Ⓕ24-8083（広報）広報・広聴・ホームページ・防災ラジオ配付 23-1110
都市交流係国際・国内都市交流 24-8156

企画財政課
財政係予算、決算、財政全般 23-1346 Ⓕ22-2186企画政策係市の経営戦略、総合計画、ふるさと納税 24-9009

地域振興課
地域づくり推進係行政区、まちづくり協議会、協働のまちづくり 23-1224

Ⓕ22-2186定住対策係地域公共交通、移住定住、地域情報化 24-8162
（空き家バンク専用）空き家バンク専用ダイヤル 24-8013

町並み景観係伝統的建造物群保存地区の保存整備及び景観形成 24-8164

総
務
部

総務課
総務法制係法制、情報公開、個人情報保護、行政相談、選挙、統計 23-1111 Ⓕ22-2186
契約係入札、契約 24-8020 Ⓕ22-2261

財産管理係市有財産の管理、庁舎および構内の管理 23-1637 Ⓕ22-2186情報管理係電算管理、情報処理、情報セキュリティ 23-1294
人事課

人事係組織機構、定員管理、職員の人事・労務給与管理 23-2129 Ⓕ23-6845研修厚生係職員の研修、福利厚生
防災安全課

消防防災係災害の予防および防災、消防団 23-1731
Ⓕ23-2583生活安全係危機管理、防犯、交通安全、空き家、消費生活 24-8146

（消費生活センター）消費生活相談 23-1183
税務課

市民税係市・県民税、法人市民税、所得・課税証明 23-1113 Ⓕ24-3704固定資産税係固定資産税、軽自動車税、資産証明 23-1112
納税課

納税推進係市税 ( 県民税 )・国民健康保険税の徴収、税の証明 23-2666 Ⓕ24-3704
会計課 現金の出納、決算 23-1373 Ⓕ25-7093

市
民
福
祉
部

市民課
市民係戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許可、マイナンバー 23-1115

Ⓕ23-3737国保年金係国民健康保険、国民年金 23-1116
公費医療係 後期高齢者医療、重度障害者・乳幼児・ひとり親家庭医療 23-1117

福祉課
福祉総務係民生児童委員、地域福祉計画、社会福祉法人監査 24-8030

Ⓕ22-7099生活支援係生活保護、生活困窮者自立支援事業 23-1350
しょうがい者福祉係身体・知的・精神障害者福祉 23-1335

子育て支援課
こども家庭係児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、

やめっこ夢祝金、やめＵＩターン子ども応援手当 23-1351 Ⓕ25-7093
こども保育係保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育所、学童保育所

こども未来係（やめっこ未来館）子育て支援センター、ファミリー・サポート・センター 24-8814 Ⓕ24-8815
健康推進課

保健総務係住民健診、予防接種、感染症予防、不妊治療助成 23-1201 Ⓕ23-1331保健指導係母子健康手帳、乳幼児健診、保健指導、健康相談、訪問指導 23-1352

をご利用ください
平成　年度版29本庁

保存してご利用ください



市
民
福
祉
部

介護長寿課
介護認定係介護保険認定審査、介護保険料 23-1353

Ⓕ30-1505介護サービス係介護保険給付管理 23-2545
高齢者支援係高齢者福祉、介護予防事業、成年後見制度 23-1308
地域包括支援係高齢者の総合相談、介護予防支援 23-1203

新
社
会
推
進
部

環境課
生活環境係ごみ・し尿処理、分別リサイクル、狂犬病予防

23-1462 Ⓕ22-2186環境保全係公害防止（騒音・振動、悪臭等）、自然環境
環境政策係環境基本計画、地球温暖化対策
清掃業務班ごみの収集

男女共同参画生涯学習課
男女共同参画推進係男女共同参画まちづくりの推進 23-1314 Ⓕ22-2186生涯学習係生涯学習、青少年教育、成人式、公民館 23-1318

市民会館係市民会館（おりなす八女）の管理運営 22-5332 Ⓕ23-2199
図書館係市立図書館の管理運営 22-2504 Ⓕ22-2504

スポーツ振興課（八女市総合体育館内）
スポーツ振興係スポーツイベント、スポーツ施設の管理運営 24-1230 Ⓕ24-0029

文化振興課
文化振興係芸術文化の振興・田崎廣助美術館等の運営 24-8163 Ⓕ24-4331文化財保護係文化財の保護・調査・活用 23-1982

歴史文化交流館係歴史文化交流館（いわいの郷）の管理運営 24-3200 Ⓕ24-3210
商工観光課
商工観光・企業誘致推進係企業誘致、土地開発公社 23-1153 Ⓕ22-2186

商工業の振興、伝統工芸、創業に関する支援 23-1596 Ⓕ22-7311観光振興係観光振興、まつり・イベント、観光案内 23-1192
人権・同和政策課

人権・同和政策係人権・同和政策、人権擁護委員、隣保館 23-1490 Ⓕ24-4331

建
設
経
済
部

建設課
総務管理係道路等の認定・占用・使用および管理 23-1971

Ⓕ22-5131道路・河川係一般道路・橋りょうの施工および維持管理 23-1961施設管理班
災害事業係公共土木・公共土木災害復旧事業 24-9411

都市計画課
都市計画係都市公園、屋外広告物 23-2577 Ⓕ22-5131住宅係市営住宅の維持管理

農業振興課
農政係農業団体の育成、中山間地域振興対策 23-1118 Ⓕ23-5411農産園芸係農産物、畜産、地産地消

農業土木係農地・農道・農業水利等の保全 23-1119
林業振興課

林政係林業、内水面漁業、野生鳥獣、林道 23-1168 Ⓕ23-5411新産業創出係木質バイオマス、竹の産業化研究
上下水道局

上水道総務係上水道の開始・中止、水道料金、飲料水改善補助金 23-1949
Ⓕ23-7031上水道工務係上水道の計画・整備・維持管理、給水工事 23-1107

下水道総務係下水道の開始・中止、使用料、受益者負担金、助成金 23-1148
下水道工務係下水道の計画・整備・維持管理、宅内排水設備工事 23-1670

教
育
委
員
会
事
務
局

学校教育課
総務係教育委員会に関する総括的事務

23-1954 Ⓕ24-4331施設係学校教育施設の整備・管理
学務係児童生徒の転入学、学校給食、就学奨励金

人権・同和教育課
人権・同和教育係人権・同和教育の推進 23-2074 Ⓕ24-4331

農業委員会事務局 農地転用 23-2407 Ⓕ23-5411
議会事務局（立花庁舎） 議会本会議・委員会、議員 23-4922 Ⓕ23-4929
監査事務局 財務・事務監査 23-2169 Ⓕ22-2186



部署名 主な業務内容 電話番号 代表電話・ 備考FAX番号

黒
木
支
所

総務課 主に企画振興部、総務部、教育部所管の業務

代表電話
（時間外）
42-1111

Ⓕ42-4591

総務係防災安全、行政区、まちづくり協議会 42-1111
人権・同和政策係人権・同和政策の実施 42-1112

市民生活福祉課 主に市民福祉部所管の業務

市民係戸籍、印鑑証明、住民票、国保、国民年金 42-1113
生活福祉係保健・福祉・子育て部門に関する業務 42-1114

し尿処理、環境部門に関する業務 42-1463
黒木地域包括支援センター介護・介護予防、認知症、成年後見制度 42-1119
産業経済課 主に建設経済部、新社会推進部の所管の業務

農政係農業の振興、農業土木、中山間地対策
42-1115

商工観光係観光、イベント、商工会、町並み保存、森林セラピー

林政係森林整備、山村振興、有害鳥獣対策、森林災害
42-1116

農林土木係農道、水路、ため池

建設課 主に建設経済部の業務

建設管理係里道・水路、公営住宅、都市計画、景観保全

42-1117道路・河川係一般道路、橋梁の計画・管理、河川・水路

施設管理班公共施設（道路）等の整備

上下水道係簡易水道、簡易給水施設、農業集落排水施設 42-1118

立
花
支
所

総務課 主に企画振興部、総務部、教育委員会所管の業務

代表電話
（時間外）
23-5141

Ⓕ22-3512

総務係支所総括的業務、行政区、まちづくり協議会、生涯学習 23-5142
市民生活福祉課 主に市民福祉部所管の業務

市民係戸籍、住民票、印鑑証明、国保、国民年金 23-4932
生活福祉係保健・福祉・子育て・環境部門に関する業務 23-4933

立花地域包括支援センター介護・介護予防、認知症、成年後見制度 24-8922
産業経済課 主に建設経済部・新社会推進部の業務

農林係農村整備事業・中山間地域振興対策 23-4940
商工観光係観光、イベント・祭り、商工会、道の駅 23-4941

建設課 主に建設経済部の業務

建設管理係里道・水路、市営住宅、都市計画 23-4930
道路・河川係一般道路、橋の計画・管理、河川・水路 23-4931

支所 市役所への電話は、
「直通電話」をご利用ください

平成　年度版29

　市では、皆さんが市役所へ電話される際に便利な「直通電話」を導入しています。用務先の部署へ直接電話
ができますので、ぜひご利用ください。ファクスは送信先（課名等）を明記して送信してください。

保存してご利用ください



部署名 主な業務内容 電話番号 代表電話・ 備考FAX番号

上
陽
支
所

総務課 主に企画振興部、総務部、教育委員会等所管の業務

代表電話
（時間外）
54-2211

Ⓕ54-2809

総務係支所総括的業務、行政区、まちづくり協議会、生涯学習 54-2211
市民生活福祉課 主に市民福祉部、新社会推進部等所管の業務

市民生活福祉係市民・福祉・環境部門に関する業務 54-2218
上陽地域包括支援センター介護・介護予防、認知症、成年後見制度 24-8315
建設経済課 主に建設経済部・新社会推進部の業務

建設管理係一般道路、橋の計画・管理、河川・水路
54-2219

産業観光係農村整備事業、中山間地域振興、観光、商工会

矢
部
支
所

総務課 主に企画振興部、総務部、教育委員会所管の業務

代表電話
（時間外）
47-3111

Ⓕ47-2855

総務係支所総括的業務、行政区、まちづくり協議会、生涯学習 47-3111
市民生活福祉課 主に市民福祉部所管の業務

市民生活福祉係市民・福祉・環境部門に関する業務 47-3111
矢部地域包括支援センター介護・介護予防、認知症、成年後見制度 24-9011
建設経済課 主に建設経済部・新社会推進部の業務

建設管理係一般道路、橋の計画・管理、河川・水路
47-3111

産業観光係農村整備事業、中山間地域振興、観光、商工会

星
野
支
所

総務課 主に企画振興部、総務部、教育委員会所管の業務

代表電話
（時間外）
52-3111

Ⓕ52-3283

総務係支所総括的業務、行政区、まちづくり協議会、生涯学習 52-3112
市民生活福祉課 主に市民福祉部所管の業務

市民生活福祉係市民・福祉・環境部門に関する業務 52-3113
星野地域包括支援センター介護・介護予防、認知症、成年後見制度 24-8212
建設経済課 主に建設経済部・新社会推進部の業務

建設管理係市道、河川の維持管理、公営住宅、簡易水道
52-3114

産業観光係中山間地域振興、林業振興、観光、商工会

八女市全域を12のエリアに分け、エリア内を自
由に移動できる（一部区間は別エリアへの乗り
入れ可）「ふる里タクシー」を運行しています。
事前登録・予約が必要です。
◦登録＝地域振興課定住対策係☎２４・８１６２
　および各支所総務課
◦予約＝予約専用ダイヤル☎３３・２００２

〈メモ〉

災害からあなたを守る防災ラジオ
ラジオの配付・故障に関するお問い合わせは、旧八女市は本庁秘書
広報課（☎23・1110）へ、旧町村は各支所総務課へお願いします。

八女市の防災情報は
FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

ご利用ください「ふる里タクシー」




